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沿岸リポート
国際

第4回 日韓沿岸防災
技術研究ワークショップ

（The 4th CDIT – KIOST Joint Workshop）

一般財団法人 沿岸技術研究センター
調査部 主任研究員　高瀬英悟

写真1　ワークショップ関係者一同

は
じ
め
に

る
「
日
本
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の

展
望
」
と
題
す
る
基
調
講
演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。（
表
１
）

こ
の
基
調
講
演
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
研
究
開
発
の
動
向
と
、
港
湾
エ
リ
ア
に

お
け
る
取
り
組
み
の
重
要
性
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
沿
岸
防
災
」、「
沿
岸
管
理
」、「
波
浪
解
析
」、

「
技
術
開
発
・
普
及
」
の
4 

つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
日
韓

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
15
名
よ
り
、
自
国
で
取
り
組
ん
で
い
る

研
究
内
容
や
成
果
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
沿
岸
防
災
」
に
関
し
て
は
、
津
波
対
策
や
防
波
堤
に
よ

る
効
果
に
関
す
る
研
究
成
果
等
が
発
表
さ
れ
、「
沿
岸
管
理
」

に
関
し
て
は
、
別
府
港
海
岸
に
お
け
る
里
浜
づ
く
り
と
韓
国

東
海
岸
の
浸
食
状
況
等
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
波
浪
解
析
」
に
関
し
て
は
、
第
三
世
代
の
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
紹
介
と
韓
国
の
沿
岸
災
害
と
低
減
対
策
等
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
、「
技
術
開
発
・
普
及
」
に
関
し
て
は
、
洋
上

風
力
発
電
の
現
状
と
韓
国
の
サ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
の
基
礎
に

関
す
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
各
テ
ー
マ
に
お
け

る
研
究
者
の
発
表
の
後
に
設
け
た
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、

た
い
へ
ん
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
成
功

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。（
写
真
1
）

　

初
日
は
相
馬
港
に
お
い
て
、

津
波
で
倒
壊
し
た
沖
防
波
堤
の

被
災
状
況
を
海
上
か
ら
確
認
す

る
と
と
も
に
、
沖
防
波
堤
の
復

旧
に
使
用
す
る
ケ
ー
ソ
ン
の
製

作
現
場
や
護
岸
の
復
旧
工
事
現

場
を
間
近
で
見
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
ま
ず
女
川
港
に
行
き
、

高
台
に
位
置
す
る
町
立
病
院
か

ら
町
全
体
を
見
渡
し
、
そ
の
後
、

　
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
2
0
0
9
年
に
韓
国
海
洋

科
学
技
術
院
（
K
I
O
S
T
）
の
前
身
で
あ
る
韓
国
海
洋
研

究
院
（
K
O
R
D
I
）
と
沿
岸
技
術
の
共
同
研
究
の
実
施
･

学
術
情
報
の
交
換
等
に
関
す
る
研
究
交
流
協
定
を
締
結
し
、

2
0
0
9
年
よ
り
毎
年
、
日
韓
交
互
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
2
0
1
2
年
11
月
7
日
（
水
）、
第
4
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
我
が
国
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
合
わ
せ
、
我
が
国
の

関
係
者
と
韓
国
の
代
表
団
は
、
東
北
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

震
災
か
ら
の
復
興
に
取
組
む
地
域
（
相
馬
港
、
女
川
港
、
塩

釜
港
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
日
韓
の
代
表
者
お
よ
び
来
賓
と
し

て
お
越
し
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
港
湾
局
・
山
縣
局
長
よ

り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
の
関
田
理
事
長
に
よ

石
巻
港
に
移
動
し
て
高
台
の
日
和
山
公
園
か
ら
付
近
一
帯
を

眺
望
し
た
後
、
雲
雀
野
地
区
に
行
き
岸
壁
の
復
旧
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。
視
察
団
は
、
時
間
の
許
す
限
り
現
地
に
滞
在

し
、
現
地
の
説
明
者
に
積
極
的
に
質
問
す
る
と
と
も
に
、
震

災
前
の
写
真
と
あ
ま
り
に
も
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
現
況
を
見

て
、
改
め
て
想
像
を
絶
す
る
被
災
状
況
に
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
る
想
い
と
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
被
災
地
の
早
期
の

復
興
を
願
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
場
視
察
を
通
し
て
、
東
北
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
っ
て
生
じ
た
甚
大
な
被
害
の
大
き
さ
と
、
技
術
的
な
課
題

を
早
急
に
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
日
韓
双
方

と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
回
ご
講
演
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
現
場
視
察
に
お
付
き

合
い
い
た
だ
い
た
東
北
地
方
整
備
局
及
び
宮
城
県
石
巻
港
湾

事
務
所
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
紙
面
を
借
り
て
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

有
益
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

復
興
に
取
組
む
東
北

沿
岸
域
の
現
場
視
察

さ
い
ご
に
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表1　ワークショッププログラム




